


















































く報酬が個人のみに還元される群と、協同作業として 2 人もしくは 3 人グループで行い、報酬

















































　K大学の学生 1 〜 4 年生52名（男性15名，女性37名）を対象に実験を行った。本実験は 2 人 1 組
で実施するため、実験依頼時に仲の良いペアで参加するようにお願いした。合計で26組のペア
が実験に参加した。
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実験計画











　本実験では、Mazar et al.（2008）をもとに﹁数字探し課題﹂を実施した。Figure 1 のような
4 行× 3 列に配置された数字の中から、足して10になる 2 つの数字を見つけ、その数字に○印
をつけるように教示した。本実験では 2 試行実施するが、 1 試行につき問題は全部で15問あり、
これを 3 分間でできるだけ多く解答するように求めた。なお、後述のように、 1 試行目と 2 試
行目の間に命令的規範の喚起を操作するため、メインの従属変数は 2 試行目の正答報告数であ
る。





















































効果が0.1% 水準で有意であり（F （2, 49）= 19.1，p < .001, ηp 2 = .438）、﹁利他的群﹂（M = 3.94，SD =  





検討するために、第 2 試行の数字探し課題正答報告数を従属変数とする 2 要因分散分析を行っ
た。その結果、不正条件の主効果（F （2, 46）= .54，n.s.，ηp 2 = .023）、命令的規範の主効果（F （2, 46）
= .03，n.s., ηp 2  = .001）ともに有意とはならなかったが、交互作用には有意傾向が認められた 
（F （2, 46）= 2.85，p = .068, ηp 2 = .110）。単純主効果の検定を行った結果、﹁利他的群﹂のみ、命令的












群を 0 、﹁利他ダミー﹂では利他的群を 1 、統制群および利己的群を 0 、﹁利己ダミー﹂では利
己的群を 1 、統制群および利他的群を 0 として作成した。また、命令的規範において、命令的
規範ありを 1 、命令的規範なしを 0 として﹁規範ダミー﹂を作成した。さらに、不正条件と命
令的規範の交互作用項として、ダミー変数化した不正条件のそれぞれとダミー変数化した命令
的規範の積を求めた。加えて、数字探し課題の正答数には、課題に対する能力差も影響すると
考えられるため、難易度（﹁問題が難しいと感じた﹂﹁計算問題は苦手だ﹂）に関する 2 項目（r = .359， 
p < .01）を合算し（M = 7.21，SD = 1.66）、個人差変数として扱うこととした。
　分析は、数字探し課題の 2 試行目の報告数を従属変数に置き、独立変数として、モデル 1 に
は不正条件の﹁利他ダミー﹂﹁利己ダミー﹂、および﹁規範ダミー﹂を、モデル 2 には、モデル
1 に加えて、個人差変数である﹁難易度﹂を、モデル 3 にはさらに交互作用項を投入した
（Table 2 ）。本分析では Adjusted R 2 が最も高く、AIC の最も低いモデル 3 を採択した。
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